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ＱＳ－９９００１４－Ｖ登録は、 新技術情報提供システムへの掲載期間満了 （平成

２９年３月末） につき、 国土交通省九州地方整備局の了解のもとに、 こちらへ申請情報の画像

のみ、 掲載しております。

本文中のＵＲＬ、 メールア ドレスへはリンクしておりませんのでご了承ください。

お問い合わせは、 弊社ホームページの 「お問合せ」 からお願いします。

令和元年１１ 月

日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社

　　　　　　

コンポジット事業部
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他機関の
評価結果日本大賞

離 フオルカトウシート工法 （２０１０．０３．３１）
登録Ｎｏ．ＱＳ－９９００１４－Ｖ

事前審査
事後評価 技術の位置付け（有用な新技術）

試行実証評価 活用効果評価 鰯 準推奨
技術

評価促進
技術

活用促進
技術

互

ＩＥ実施要領における技術の位置付ナ
活用促進
技術（旧）

設計比較
対象技術

少実績
優良技術

★
（２００９．１．１５～）

活Ｅョ効果調査入力ネ震式 適用Ｉ到間等
‐Ｖ
活用効果調査入力システムを使
用してください。

平成２１年１月１５日～

２０１７．０４．１９

上記※印の情報と以下の情報は申請者の申請に基づき掲載しております。申請情報の最終更新年月日：２０１６．０６．２８
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題 連続繊維シートによるコンクリート構造物の補修・補強工法

　　　　　　　　　　　

１ 区分１製品

分 類１ 道路維持修繕エ

　

ー

　

橋梁補修補強エ

　

ー

　

新素材繊維接着工

概要
①何について何をする技術なのか？
フオルカトウシート工法は、カーボン、アラミドなどの高性能連続強化繊維を－方向に配列させた「トウシート」を、エポキ
シ樹脂等の常温硬化型接着剤を用いて対象物の表面に貼り付けるだけで、コンクリート構造物の補修・補強をする施
工性に優れた工法である。

②従来はどのような技術で対応していたのか？
コンクリート構造物に大して鋼板接着工法やコンクリート増厚工法などで補修・補強していた。

③公共工事のどこに適用できるのか？
コンクリート構造物の補修・補強工事に幅広く適用できる。
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トウシート施工例（橋脚）



①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
鉄に比べて、約１０倍の強度（高強度カーボン品）、２倍以上の弾性率（高弾性カーボン品）という高性能繊維を用いて、従
来工法よりも安価で短工期で補修・補強が可能な工法を開発した。

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？
１）軽量で薄い
死荷重の増加や、建築限界に影響しない。
２）施工性
手作業のみで施工でき、重機械が不要。施工条件の制約を受けにくい。
３）耐久性
耐食性、耐薬品性に問題がなく、塩害対策にも有効である．。
４）設計が容易
ＲＣに準拠した構造補強計算が可能。
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トウシート施工例（トンネル内表面）

適用条件
①自然条件
外気・躯体温度が５ｏＣ以下では施工しないこと。
雨天または結露の恐れがある場合には施工しないこと。
②現場条件
躯体コンクリートが、ある程度健全度を保っていること
ひび割れ注入、断面修復等は別途実施すること
躯体が乾燥した状態で施工すること
③技術提供可能地域
自然条件、現場条件が合致すれば、地域は特に限定なし
④関係法令等
コンクリート部材の補修・補強に関する共同研究報告書（ｍ）－炭素繊維シート接着工法に関よる道路橋コンクリート部材
の補修・補強に関する設計・施工指針（案）－（建設省土木研究所１９９９．１２）

適用範囲
①適用可能な範囲
コンクリート構造物全般の補修・補強
②特に効果の高い適用範囲
床版補強、橋脚補強、剥落対策、トンネル覆工補強・剥落対策、建築構造物
③適用できない範囲
土壌
④適用にあたり、関係する基準およびその引用元
１）コンクリート部材の補修・補強に関する共同研究報告書（ｍ）－炭素繊維シート接着工法に関よる道路橋コンクリート部
材の補修・補強に関す
２）炭素繊維による鉄筋コンクリート橋脚の補強工法（日本道路公団試験研究室１９９５．２）
３）炭素繊維シートによるコンクリート構造物の補修・補強 設計・施工マニュアル（案）（炭素繊維補修・補強工法技術研究
会１９９６）
４）炭素繊維シートによるＲＣ橋脚補強に関する設計・施工要領（案）（阪神高速道路公団コンクリート構造物の耐久性に
関する調査研究委員会１９９７．５）
５）炭素繊維シートを用い単柱式鉄筋コンクリート橋脚の耐震補強マニュアル（案）（土木技術センター 炭素繊維を用いた
耐震補強法研究会 平成８・９年度報告書１９９８．９）
６）炭素繊維シートによる鉄道高架橋柱の耐震補強設計・施工指針（鉄道総合技術研究所１９９６．７）
７）炭素繊維シートによる地下鉄ＲＣ柱の耐震補強設計・施工指針（鉄道総合技術研究所１９９７．１）
８）炭素繊維シートによるコンクリート構造物の補修・補強 設計・施工マニュアル（案）トンネル覆工編（炭素繊維補修・補
強工法技術研究会１９９７．４）
９）設計要領第二集 橋梁保全編（日本道路公団１９９７．１１）
ｌｏ）炭素繊維シートによるコンクリート構造物の補修・補強 設計・施工マニュアル（案）橋梁上部工鉄筋コンクリート床版
編（炭素繊維補修・補強工法技術研究会１９９８．３
１１）炭素繊維シートによるコンクリート構造物の補修・補強 設計・施工マニュアル（案）覆蓋式水路床版編（炭素繊維補
修・補強工法技術研究会１９９８．４）
１２）日米共研ハイブリッド構造「連続繊維シートを用いた改修設計ガイドライン」）（（社）建築
１３）連続繊維補強材を用いた既設鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計・施工指針
（（財）日本建築防災協会１９９９．９）
１４）炭素繊維シート貼付け工事における品質管理マニュアル（案）（炭素繊維補修・補強工法技術研究会１９９９．４）
１５）炭素繊維シートによる道路橋コンクリート部材の補修・補強に関する設計・施工指針（案）（建設省土木研究所



留意事項
①設計時
各機関より発行されている設計指針等に明記されており、これらにしたがって設計する。例）コンクリート部材の補修・補
強に関する共同研究報告書（ｍ）－炭素繊維シート接着工法に関よる道路橋コンクリート部材の補修・補強に関する設
計・施工指針（案）－（建設省土木研究所１９９９．１２）
②施工時
１）外気・躯体温度が５ｏＣ以下では施工しないこと。
２）雨天または結露の恐れがある場合には施工しないこと。
３）下地処理において、コンクリート表面の劣化層（風化・レイタンス・離型剤・剥離モルタル・塗装・汚れなど）をディスクサ
ンダーなどを十分除去・研磨する。出隅部はディスクサンダーなどを用いて、面取りを実施する。
４）躯体の段差はｌｍｍ以内に修正し、出隅・入隅は面取り・パテ埋め等により平滑化すること。
５）プライマー、レジン等は有機溶剤等で希釈しないこと。
６）施工にあたっては、メーカーの指導を受けた監督者のもとで対応することが望ましい。
③維持管理等
使用環境に応じた保護材料の選定が好ましい。
④その他
工法選定においては、対象構造物の劣化・損傷状況を詳細に調査し、適切な仕様を選択すること。
活用の効果
比較する従来技術

　　　　　　　

１鋼板接着工法

項

　

目 活用の効果 比較の根拠
経済性 区向上（１７．８７％） □同程度 口低下（％） 作業が簡易であるため、工事費が安価になる

工

　

程 区短縮（４２．２２％） 口同程度 口増加（％） 作業が簡便であるため、工程が大幅に短縮
できる

品

　

質 口向上 回同程度 口低下

安全性 廟向上 口同程度 口低下 重機や火気の使用が不要で安全性が高い

施工性 団向上 口同程度 口低下 手作業のみで施工でき、重機械が不要

周辺環境への影響 □向上 □同程度 団低下 重機、火気の使用の必要がなく、周辺環境へ
の影響が少ない

その他、技術の
アピールポイント等

トウシート工法は、カーボン、アラミドなどの高性能連続強化繊維を一方向に配列させた「トウシー
ト」を、エポキシ樹脂等の常温硬化型接着剤を用いて対象物の表面に貼り付けるだけで、コンク
リート構造物の補修・補強をする施工性に優れた工法である。

コストタイプ
コストタイプの種類 並行型：Ｂ（＋）型

活用効果の根拠
基準とする数量

　　　

１

　　

１００

　　

１

　　　　

単位 ｌ

　　　

ｎ

　　　

ｆ

新技術 従来技術 向上の程度

経済性 ５５６０７００円 ６７７０４５０円 １７．８７％ｏ

工程 ７８臼 １３５日 ４２．２２％ｏ

新技術の内訳

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要
下地ケレンエ ディスクサンダー １００ ｍ２ ２６９５円 ２６９５００円

プライマー塗布工 エポキシプライマー １００ ｍ２ １７６９円 １７６９００円

不陸修正工 エポキシパテ １００ ｍ ４６３４円 ４６３４００円

トウシート塗布工
カーボンシートＦＴ
ＥＡ８２‐２縦横各１層、エ
ポキシ樹脂

２００ ｍ２ ２２２２１円 ４４４４２００円

仕上塗装工 ウレタン樹脂塗装 １００ ｍ２ ２０６７円 ２０６７００円

従来技術の内訳

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要
工場製作工 １００ ｍ２ １３１６０円 １３１６０００円

鋼板 ４．０６ｔ ７５００円 ３０４５０円

下地処理工 １００ ｍ ２１１０円 ２１１０００円

アンカー設置工 ７本／雨 ７００本 ８８０円 ６１６０００円

鋼板取付工（一般部） １００ ｍ２ ６９００円 ６９００００円

鋼板取付工（スプライス部） １５ ｍ２ ８３５０円 １２５２５０円

シーノレエ １１５ ｍ ６８６０円 ７８８９００円

注入工 １１５ ｍ２ ２３９９０円 ２７５８８５０円

仕上工 １００ ｍ２ １０６０円 １０６０００円

１９９９．１１）
１６）設計指針 第三集トンネル（日本道路公団１９９７）

現場塗装工

　　　　　　　　　　

中塗、上塗

　　　　　　

ｌｏｏ 語 １２８０円

　

１２８０００円



特許駕実用新案

　

種

　

類

　　　　　　　

特許の有無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許番号

　

特 許

　

団有り。出願中□出願予定ｎ無し 馨ョ 露警報造繋駕の鼎蚤方法）、Ｐｏ２８６９９３１（－方向配列強化繊維

特 許 詳 細
特許情報無し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許の有無
実用 新案

　

□有り

　　　　　　

□出願中

　　　　　　　　　

□出願予定

　　　　　　　　　　　

園無し

　

備 考

第三者評価・表彰等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

建設技術審査 証明

　　　　　　　　　　　

建設技術評価

　　　　

証明機関

　　

番

　

号

　　　

証明年月日

　　　　　　

ＵＲ」

　　　　　　　　　　　　　　　　

その他の制 度等による証明

　　　

制度の名称

　　

番

　

号

　　　

証明年月日

　　　　

証明機関

　　　　

証明範囲

　　　　　　

ＵＲＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

評価舷証明 項目と結果

　　　　　

証明項目

　　　　　　　　　　　　

試験揮調査 内容

　　　　　　　　　　　　　

結果

施工単価
下表に示す標準積算はｌｏｏＩＨ以上の標準的コンクリート下地面での施工を基本とする。
クラック注入、断面修復、ならびに足場、照明設備、養生費用などは別途計上する。
平成１８年度東京地区を想定。

　　　　　　　

費目

　　　　　　　　　

仕様

　

肇

　

遷 単価

　　

単位

　

金額

　　　

下 地ケレンエ

　　　　　　　　　　　　　

ディスクサンダー

　

１００

　

雨

　

２，６９５

　　　　　

￥／ｎｆ

　

２６９，５００

　　　　

プライマー塗

　　　　　　　　　　　

エポキシプライマー

　

ｌｏｏ

　

ｍ

　

ｌ，７６９

　　　　　

￥／ｎｆ

　

１７６，９００

　　　　　　

布工

　　　　

不 陸修正工

　　　　　　　　　　　　　　

エポキシパテ

　

２００

　

ボ

　

４，６３４

　　　　　

￥／ｎｆ

　

４６３，４００

　　　

トゥシ｛ト貼埜 カーボンシートＦＴｓ－ＥＡ８２縦横各
軍国浦 藍 ・ｏｏ

　

請 ２２２２１

　　

￥ｍ ４４４４，２ｏｏ

　　　　

仕上塗装工

　　　　　　　　　　　　

ウレタン樹脂塗料

　　　　　　

２，０６７

　　　　　

￥／ボ

　

２０６，７００

　

直接ェ事費計 直接ェ 繋 ５，潮，棚

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ボ当りェ
轟

　

５５，棚

　　　　　　　　　　　

歩掛り表あり（口標準歩掛， 置暫定歩掛， □協会歩掛， 国自社歩掛）

施工方法

①下地処理
劣化層除去・面取り工
②プライマー塗布
③ 不陸修正
パテによる施工面の平滑化
④トウシート接着
１）含浸接着下塗り
２）トウシート貼付、脱泡
３）含浸・接着樹脂上塗り
４）脱泡
⑤仕上げ
表面保護被覆や仕上げ塗装を行う



今後の課題とその対応計画

① 低臭気樹脂の開発
②極低温施工が可能な樹脂の開発

収集整備局 九州地方整備局

開発年 １９８９

　

１

　

登録年月日

　

１

　

１９９９．ｏ６．２２

　

１

　　

最終更新年月日

　　

ー

　

２０１６．ｏ６．２８

キー
ワード

安全・安心、環境、公共工事の品質確保・向上

自由記入 １連続繊維シート

開発目標 省力化、経済性の向上、耐久性の向上、安全性の向上、作業環境の向上、周辺環境への影響抑制、省
資源・省エネルギ

開発体制
単独 （口産、 口官、 口学）

　　　

共同研究 （口産・産、

　

口産・官、

　　

口産・学、

　　

口産・官・学）

開発会社 新日鉄住金マテリアルズ株式会社

問合せ先

技術

会社 新日鉄住金マテリアルズ株式会社

担当部署 コンポジットカンパニー開発本部

　　　　　　　　　

１担当者１立石晶洋

住所 〒１０４－００６１ 東京都中央区銀座七丁目１６‐３

ＴＥＬ ０３‐６８５９‐３４４１

　　　　　　　　　　　　　

１ＦＡ×

　

１ｏ３－６８５９－３４４６

ＥーＭＡＩＬ ｔａｔｅｉｓｈｉ．ｖｍ５．ａｋｉｈｉｒｏ＠ｎｓｍａｔ．ｎｓｓｍｃ．ｃｏｍ

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｃｋ．ｎｓｍａｔ．ｃｏ．ｉｐ／

営業

会社 新日鉄住金マテリアルズ株式会社

担当部署 コンポジットカンパニー社会資本材料事業部トウシー卜部 １担当者１渡部修
住所 〒１０４‐００６１ 東京都中央区銀座七丁目１６‐３

ＴＥＬ ０３一６８５９‐３４４１

　　　　　　　　　　　　　　　

１ＦＡ×

　

ｌｏ３－６８５９‐３４４６

Ｅ－ＭＡＩＬ ｗａｔａｎａｂｅ．ｅ５ｒ．ｏｓａｍｕ＠ｎｓｍａｔ．ｎｓｓｍｃ．ｃｏｍ

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｃｋ．ｎｓｍａｔ．ｃｏ．ｉｐ／

問合せ先

番号
会社 担当部署 担当者 住所
ＴＥＬ ＦＡＸ Ｅ‐ＭＡＩＬ ＵＲＬ

実績件数
国土交通省 その他公共機関 民間等

３７０件 １９６０件 １３１０件

実験等実施状況
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鉄筋コンクリート橋脚の耐震性向上確認試験

添付資料等 添付資料
１．工法別積算資料
２．建設省土木研究所共同研究報告第２３５号「コンクリート部材の補修・補強に関する共同研究報告書
（ｍ）」
３．フオルカトウシート工法技術資料
４．トウシート促進暴露試験結果
５．トウシート工法技術資料内関連論文ＴＲ６‐３‐２
６．トウシート工法技術資料内関連論文ＴＲ６‐３‐６
７．代田橋床版補修工事に伴う追跡調査報告書
８．建設省土木研究所共同研究報告書第２２０号
９，フオルカトウシートカタログ
１０．トウシート工法技術資料内ＴＲ‐２‐８トウシートの継ぎ手強度
１１．狭い場所（トンネル）での施工写真
１２．トウシート技術資料内関連論文ＴＲ６－２‐１
１３．トウシート技術資料内関連論文ＴＲ６‐４‐１
１４．ト

　

シート

　

術督料内関連論文ＴＲ６－４‐２１４．トウシート技術資料内関連論文ＴＲ６－４‐２
１５．建設省土木研究所共同研究報告書（付属資料３炭素繊維シート接着工法の施工方法と管理の目安
（Ｐ．１０５）
１６‐トウシート工法施工指針
１７‐道路橋床版補修要領（建設省関東地方建設局関東技術事務所）
１８．国土交通省土木工事積算基準（平成１５年度版）（Ｐ．５２８表３，１鋼板接着歩掛）
１９．フオルカトウシート工法積算資料
２０．フオルカトウシート工法施工実績表
２１．連続繊維補強材による補強工法基準一覧（土木学会 連続繊維シートを用いた構造物の補修補強指
針）
２２．構造物管理要領（日本道路公団）
２３．代田橋施工後５年経過写真
２４‐トウシート施工写真（２件）
２５．トウシート施工見本

参考文献
本技術については、下記の発表実績（一部）があります。

１．「シート状連続繊維補強材を用いた既存鉄筋コンクリート部材のせん断耐力向上効果に関す売る研
究」，コンクリート工学論文集 第３巻第２号（１９９２．７）
２．「途中定着部を有する既存鉄筋コンクリート部材のシート大連続繊維シートによるせん断補強効果」，コ
ンクリート工学年次論文報告集，Ｖｏｌ，１５，Ｎｏ．２，１９９３
３‘「ＲＣ床版野上下面に対する炭素繊維補強」，土木学会第５１回年次学術講演会（平成８年９月）
４．「炭素繊維シートによる床版下面補強効果に関する研究」，橋梁と技術９５－３



５．「炭素繊維シートによる床版補強に関する研究」，土木学会第５０回年次学術講演会（平成７年９月）
６．「炭素繊維シート接着工法による橋梁床版補修工事」，第２１回日本道路会議論文集
フ．「土木構造物の維持更新と機能向上技術開発」，平８都土木技研年報
８．「トンネル覆工欠陥の影響と対策工の効果」，第９回岩の力学国内シンポジウム講演論文集（１９９４）
９．「炭素繊維シートを用いたＲＣ柱のせん断補強効果に及ぼす諸要因の影響」，コンクリート工学年次論文
集，Ｖｏー．１９，Ｎｏ．２，１９９７
１０．「旧規準で設計されたＲＣ構造物の補強に関する研究（その２．炭素繊維シートと鋼板による柱の補強」，
日本建築学会学術講演集、（近畿），１９９６．９
１１．「昭和初期の鉄筋コンクリート構造物の構造性能評価」，日本建築学会学術講演集、（近畿），１９９６．９
１２．「炭素繊維シートによるＲＣ梁のせん断補強」，日本建築学会学術講演集、（近畿），１９９６．９
１３．「シート状連続繊維によりせん断補強されたＲＣ梁の構造性能に関する実験的研究」，コンクリート工学
年次論文報告集，Ｖｏ１．１９，Ｎｏ．２，１９９７

その他（写真及びタイトル）
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施工写真① ライマー塗布
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施工写真②トウシート接着

　　　　

‐きき一

　　　　

二三；‐▲

　　　　　

姦
．－

　　

－ 、 ‐
ふ

　　　　　　　　　　　　

投錨もむ轡～‘；≦を

　

当

　

闘

　　　　　　　　　　　　　

ー‐

　　　　　　

－繍

　

．▲
…
－

　　

．

　　　　

‐‐－

　

，．‐、ぐ，

　　

′

　　　　　　　　　　

」－

　　　　　　　　　　　　

”

　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　

”“－▼÷

　　

・

　

ｔ

　

・‐、

　　　　　

‘

　　

．も

　　　　　　　　　　　　　

“ ゴ

　　　　

ー

　　　

－－

　

”÷イ，１

　　　　　

施工写真③仕上げ塗装




